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第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
18
日
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
上
遠
野
町
長

か
ら
、
条
例
改
正
４
件
・
条
例
制
定
１
件
・
契
約
の
締
結
１
件
・
補
正
予
算
７
件
・
決
算

認
定
７
件
・
人
事
案
件
１
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
決
算
認

定
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
へ
付
託
し
、
常
任
委
員
会
ご
と
に
所
管
分
を
審
議
し

ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
２
件
、
報
告

８
件
が
あ
り
ま
し
た
。

第３回
定例会

令和元年度決算を認定

令和元年度　　　決算を認定
特別会計 歳入総額 歳出総額

国民健康保険（事業勘定）23億6,626万5千円 22億3,334万5千円
国民健康保険（施設勘定） 1億9,796万3千円 1億9,645万6千円
後期高齢者医療 2億1,471万8千円 2億1,452万9千円
介護保険（保険事業勘定） 22億4,628万円 22億4,492万2千円
介護保険
（介護サービス事業勘定） 538万9千円 489万4千円

公共下水道事業 10億55万円 9億2,968万1千円
農業集落排水事業 2億8,028万円 2億6,465万5千円

公営企業会計 歳入総額 歳出総額
水道事業
（収益的収入及び支出） 6億9,716万9千円 6億8,144万1千円

水道事業
（資本的収入及び支出） 1,711万8千円 3億753万5千円

令和元年度 平成30年度 増　　減

基金残高 54億8,539万5千円 57億2,856万6千円 △2億4,317万1千円
内
　
訳

財政調整基金 24億4,683万2千円 27億1,786万2千円 △2億7,103万円

公共施設整備基金 7億6,423万3千円 7億8,380万4千円 △1,957万1千円

※基金…町が将来のために備えたり、定額の資金を運用するために設けられ
る資金で、町の積立預金のこと。

※財政調整基金･･･年度内の財源調整を行い、健全な財政運営を確保するた
めに財源に余裕がある年度に積み立てるもので、財源が著しく不足する場
合の不足額に充てるとき、災害により生じた経費の財源、災害によって生
じた減収をうめる財源に充てるときに取り崩すことができる基金のこと。

※公共施設整備基金･･･町に交付された競輪場外車券売場交付金（サテライ
ト水戸の売上１％）を積み立てるもので、後年度の保健福祉事業、教育事
業及びコミュニティ事業並びに施設整備の財源とするために取り崩すこと
ができる基金のこと。

基金残高

特別会計・公営企業会計

用語説明 （国保事業勘定）主に保険給付金等の事業費
　　　　　（国保施設勘定）診療所運営の事業費
　　　　　（介護保険事業）主に介護保険給付金等の事業費
　　　　　（介護サービス事業）要支援者ケアプラン作成事業費
　　　　　（水道事業収益的収入･支出）汚れた水を適切に処理するための経費

とその財源です。
　　　　　（水道事業資本的収入･支出）施設を建設･整備するための経費とその

財源です。
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100

100

町税
20億1,785万２千円

18.3％

民生費
23億9,470万２千円

25.3％

総務費
12億6,587万２千円

13.3％

教育費
12億101万7千円

12.7％

土木費
12億5,164万4千円

13.2％

地方交付税
44億4,420万２千円

40.2％

国県支出金
17億5,763万6千円

15.9％

繰入金
3億8,785万8千円　3.5％

繰越金
5億3,983万9千円　4.9％

諸収入・その他
3億6,939万5千円　3.3％

町債
9億5,442万7千円　8.7％

譲与税・交付金
5億7,763万2千円　5.2％

公債費
8億6,310万6千円　9.1％ 衛生費

10億1,198万1千円　10.7％
農林水産業費

5億4,439万5千円　5.7％
消防費・商工費・その他
9億4,778万8千円　10.0％

歳入

歳出

町債残高

令和元年度決算を認定

令和元年度　　　決算を認定
歳入総額110億4,884万1千円
歳出総額　94億8,050万5千円

歳入歳出差引額　15億6,833万6千円

令和元年度 平成30年度 増　　減

町債残高 218億1,325万円 221億7,297万1千円 △3億5,972万1千円

内
　
訳

一般会計 105億7,145万6千円 104億161万4千円 1億6,984万2千円

特別会計 79億8,115万4千円 82億8,052万4千円 △2億9,937万円

企業会計 32億6,064万円 34億9,083万3千円 △2億3,019万3千円

※町債…町が事業を行うために資金を調達する一つの手段で、町の借金のこと。

一般会計
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健全化判断比率・財政分析指標について
令和元年度決算を認定

健全化判断比率 財政分析指標
順
位

実質収支比率
（数値が低いほどよい）

公債費負担比率
（数値が低いほどよい）

順
位

財政力指数
（数値が高いほどよい）

経常収支比率
（数値が低いほどよい）

1 境 町 3.10% 東 海 村 3.40% 1 東 海 村 1.4 神 栖 市 81.10%
2 取 手 市 3.50% 神 栖 市 5.00% 2 神 栖 市 1.39 守 谷 市 84.90%
3 笠 間 市 3.60% 守 谷 市 7.40% 3 つ く ば 市 1.05 河 内 町 85.30%
4 つくばみらい市 3.70% 河 内 町 7.70% 4 守 谷 市 1 茨 城 町 85.70%
5 古 河 市 3.90% 利 根 町 7.80% 5 鹿 嶋 市 0.99 かすみがうら市 88.00%
6 かすみがうら市 4.60% 茨 城 町 9.50% 6 ひ たちなか市 0.96 土 浦 市 88.40%
7 筑 西 市 4.70% 五 霞 町 9.60% 7 阿 見 町 0.93 大 子 町 88.80%
8 稲 敷 市 4.70% 八 千 代 町 9.70% 8 土 浦 市 0.87 城 里 町 89.80%
9 阿 見 町 4.70% 城 里 町 9.90% 9 牛 久 市 0.87 桜 川 市 89.80%
10 土 浦 市 4.80% つ く ば 市 9.90% 10 水 戸 市 0.86 小 美 玉 市 90.20%
11 行 方 市 4.80% 鹿 嶋 市 10.30% 11 五 霞 町 0.85 鉾 田 市 90.50%
12 常 総 市 4.90% 桜 川 市 10.70% 12 日 立 市 0.84 笠 間 市 90.50%
13 龍 ケ 崎 市 5.10% 北 茨 城 市 10.70% 13 つくばみらい市 0.81 東 海 村 91.10%
14 小 美 玉 市 5.40% 常 陸 太 田 市 11.00% 14 龍 ケ 崎 市 0.76 牛 久 市 91.20%
15 水 戸 市 5.50% 石 岡 市 11.70% 15 古 河 市 0.75 行 方 市 91.30%
16 高 萩 市 5.60% 阿 見 町 11.70% 16 結 城 市 0.73 常 陸 太 田 市 91.30%
17 茨 城 町 5.60% 牛 久 市 11.80% 17 常 総 市 0.73 古 河 市 91.90%
18 鹿 嶋 市 5.70% 那 珂 市 11.90% 18 大 洗 町 0.72 美 浦 村 91.90%
19 大 洗 町 5.70% 結 城 市 11.90% 19 美 浦 村 0.71 石 岡 市 92.20%
20 鉾 田 市 5.80% 日 立 市 12.10% 20 境 町 0.7 鹿 嶋 市 92.30%
21 石 岡 市 5.80% 大 洗 町 12.10% 21 下 妻 市 0.69 常 総 市 92.50%
22 牛 久 市 5.90% 大 子 町 12.30% 22 北 茨 城 市 0.69 境 町 92.60%
23 坂 東 市 6.00% 水 戸 市 12.50% 23 筑 西 市 0.69 結 城 市 92.80%
24 那 珂 市 6.10% つくばみらい市 12.60% 24 取 手 市 0.68 常 陸 大 宮 市 93.10%
25 八 千 代 町 6.20% 美 浦 村 12.80% 25 坂 東 市 0.66 那 珂 市 93.10%
26 利 根 町 6.20% 小 美 玉 市 13.50% 26 那 珂 市 0.65 下 妻 市 93.10%
27 美 浦 村 6.40% 下 妻 市 13.60% 27 八 千 代 町 0.65 筑 西 市 93.30%
28 ひ たちなか市 6.50% 鉾 田 市 13.60% 28 石 岡 市 0.62 日 立 市 93.50%
29 城 里 町 6.60% 潮 来 市 13.70% 29 小 美 玉 市 0.62 つ く ば 市 93.60%
30 北 茨 城 市 6.60% ひ たちなか市 13.80% 30 高 萩 市 0.61 利 根 町 93.80%
31 結 城 市 6.90% 坂 東 市 13.90% 31 笠 間 市 0.61 つくばみらい市 94.20%
32 つ く ば 市 7.40% かすみがうら市 13.90% 32 かすみがうら市 0.61 阿 見 町 94.30%
33 常 陸 太 田 市 7.60% 龍 ケ 崎 市 14.40% 33 茨 城 町 0.59 龍 ケ 崎 市 94.80%
34 東 海 村 8.00% 行 方 市 14.50% 34 潮 来 市 0.51 坂 東 市 95.50%
35 下 妻 市 8.70% 筑 西 市 14.70% 35 稲 敷 市 0.5 稲 敷 市 95.50%
36 潮 来 市 8.90% 稲 敷 市 14.90% 36 桜 川 市 0.49 五 霞 町 95.60%
37 大 子 町 9.10% 常 陸 大 宮 市 15.10% 37 鉾 田 市 0.46 大 洗 町 95.80%
38 日 立 市 9.30% 笠 間 市 15.10% 38 行 方 市 0.44 ひ たちなか市 96.30%
39 守 谷 市 9.50% 境 町 15.30% 39 常 陸 大 宮 市 0.43 潮 来 市 96.40%
40 神 栖 市 10.90% 取 手 市 15.40% 40 利 根 町 0.43 水 戸 市 96.90%
41 常 陸 大 宮 市 11.50% 高 萩 市 16.20% 41 常 陸 太 田 市 0.41 取 手 市 97.10%
42 桜 川 市 12.70% 土 浦 市 16.20% 42 城 里 町 0.37 高 萩 市 97.50%
43 五 霞 町 13.20% 常 総 市 16.40% 43 河 内 町 0.37 八 千 代 町 98.80%
44 河 内 町 15.00% 古 河 市 17.10% 44 大 子 町 0.33 北 茨 城 市 99.60%

「令和元年度市町村決算の概要（茨城県）」より抜粋
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監査委員決算審査報告
○未収金対策
　滞納者へ早期に対応する、悪質な滞納者には国税徴収法等の法的措置を講ずるなど、さらに実効
性のある収納対策をお願いしたい。
○不納欠損（徴収の見込みがたたないため、地方自治体が徴収を締めること）
　納期内納税者等に不公平感を抱かせ、自主財源確保の観点からも大きな損失であることから、早
期の滞納整理、執行停止の措置をとるなどお願いしたい。
○七会町民センターの整備を目的に交付申請した、平成29年度スポーツ振興くじ助成金
　約4,010万円は、今年度も留保で歳入が未収となっていることから、交付に向けて適正な対応
をお願いしたい。
○普通交付税
　合併算定替（市町村合併による普通交付税の算定の特例）の最終年度で、交付税はＨ27年度か
ら段階的に縮減され今年度は約６千４百万円減額となっており、中長期的な財政計画等持続性のあ
る行政運営を図られることを切望する。
○水道事業会計
　収入未済額解消に対処するとともに、年間給水量及び年間有収水量を的確に把握し、供給単価を
考慮し販売損失抑制に努め、適正な水道料金体型による企業会計に努めていただきたい。
　コロナウイルス感染症対策等の諸問題が山積し大変な時期であり、令和２年度から普通交付の１
本算定により減額されることから、今後ますます厳しい財政状況となります。町民全体のサービス
とは何かを念頭に置き、公平公正なお立場で、町民が安心して生活できる環境を整備していただき
ますよう望むものであります。

監査委員　横　倉　好　夫
監査委員　小　圷　　　孝

令和元年度決算を認定

健全化判断比率
　早期健全化基準（実質公債費比率25％以上・将来負担比率350％以上）を超えた団体は財政健
全化計画を策定しなければならず、財政健全化計画は、議会の議決を経て定め公表し、総務大臣、
県知事へ報告を行わなければならないとされている。

「実質公債費比率」（高いほど、収入の多くを借金返済に使うことになる）
　標準財政規模（そのまちが毎年安定して得ることのできる収入）に対して、借金返済がどのくら
いになるかを示したもの。

「将来負担比率」（高いほど、収入の多くを将来の借金返済等に使うことになる）
　標準財政規模（そのまちが毎年安定して得ることのできる収入）に対して、将来負担する借金返
済等がどれくらいの占めているかを示したもの。

「財政力指数」（高いほど、毎年必要なお金を自力で調達できる）
　１に近いほどよく、１を超える市町村は普通交付税の不交付となる。

「経常収支比率」（高いほど、自由に使えるお金が少なくなる）
　お金の使い道の自由度を表すもので、毎年必要なお金に対して、そのまちが毎年得ることのでき
る収入が、どのくらいになるかを示したもの。70％～80％が標準。
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決算特別委員会報告

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　第３回定例会初日の９月８日、町長から提案された令和元年度城里町決算（７会計）について詳
細に審査するため決算特別委員会が設置されました。
　決算審査は各議員が広く審議を行うことができるよう、常任委員会ごとの分科会方式により所管
分の審査を行いました。各委員会での質疑・答弁等の主なものは次のとおりです。

決算特別委員会での主な質疑・答弁

総務民生常任委員会の審議状況

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
９
月
９
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
令
和
元
年
度

一
般
会
計
決
算
の
所
管
分
・

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
特
別
会

計
の
決
算
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
委
員
会
の
採

決
は
不
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

減
収
補
填
特
例
交
付
金
及
び

軽
自
動
車
税
減
収
補
填
特
例

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
消
費

税
の
引
き
上
げ
に
伴
う
需
要

補
填
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も

の
で
す
。

歳　

出

問　
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
に
よ
る
広
報

の
内
容
は
。

答　

小
勝
中
郷
団
地
、
那
珂
西

団
地
、
池
の
内
団
地
の
入
居

者
募
集
や
、
城
里
町
の
子
育

て
支
援
政
策
に
つ
い
て
の
広

報
で
す
。

問　
公
用
自
動
車
等
購
入
で
４

台
購
入
し
て
い
る
が
、
車
種

及
び
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
搭
載
は
。

答　

四
輪
駆
動
の
軽
自
動
車
２

台
、
軽
自
動
車
１
台
、
ワ
ゴ

ン
車
１
台
を
購
入
し
、
ワ
ゴ

ン
車
１
台
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
を
搭
載
し
ま
し
た
。

問　
七
会
地
区
一
斉
放
送
ス
ピ

ー
カ
ー
は
、
ど
の
よ
う
な
機

歳　

入

問　

町
税
滞
納
に
つ
い
て
は
、

催
告
状
を
出
し
て
い
る
の

か
。

答　

滞
納
処
理
に
つ
い
て
は
、

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
さ

れ
な
い
と
き
に
督
促
状
を
発

行
し
、
な
お
か
つ
納
付
・
納

税
の
相
談
が
無
い
と
き
に
催

告
状
を
出
し
て
い
ま
す
。

問　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入

金
に
つ
い
て
、
４・５
年
前
は

寄
付
額
１
億
円
を
目
指
し
て

い
た
が
現
在
の
状
況
は
。

答　

寄
付
額
は
、
平
成
28
年
度

は
５
，
３
４
９
万
５
千
円
、

29
・
30
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
約

６
６
０
万
円
で
あ
り
、
令
和

元
年
度
は
５
１
０
万
１
千
円

で
し
た
。

問　
地
方
特
例
交
付
金
の
減
収

補
填
と
は
、
ど
ん
な
と
き
に

交
付
さ
れ
る
も
の
な
の
か
。

答　

個
人
住
民
税
減
収
補
填
に

つ
い
て
は
、
住
宅
借
入
金
等

の
特
例
税
額
に
、
自
動
車
税

械
か
。

答　

新
し
い
防
災
無
線
の
受
信

機
と
は
全
く
別
の
個
別
受
信

機
で
、
新
規
購
入
は
年
数
件
、

新
し
い
防
災
無
線
に
更
新
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
修
理
の
た

め
に
購
入
す
る
も
の
で
す
。

問　
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返

納
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
実

績
と
支
給
に
関
し
て
滞
納
の

有
無
は
。

答　

実
績
は
75
件
で
、
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と
が
支
給
要
件

と
な
り
ま
す
。

問　
観
光
施
設
費
の
備
品
購
入

費
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
購
入
の

理
由
は
。

答　

う
ぐ
い
す
の
里
の
ス
ポ
ー

ツ
ト
ラ
ク
タ
ー
（
草
刈
り
機
）

が
古
く
、
故
障
し
た
た
め
、

新
し
い
ト
ラ
ク
タ
ー
を
購
入

し
た
も
の
で
す
。

問　
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納

付
金
が
、
当
初
予
算
額
に
対

し
て
多
額
の
不
用
額
と
な
っ

て
い
る
が
な
ぜ
か
。
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答　

納
付
金
は
医
療
費
の
こ
と

で
あ
り
、
不
用
額
に
つ
い
て

は
、
想
定
よ
り
医
療
費
が
か

か
ら
な
か
っ
た
た
め
に
発
生

し
ま
し
た
。

問　
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

の
地
域
さ
さ
え
あ
い
協
議
会

の
活
動
内
容
は
。

答　

昨
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

中
心
に
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
地
域
の
中
で
要
介
護
状

態
の
人
を
支
え
合
う
た
め
に

は
、
何
が
で
き
る
の
か
を
協

議
し
て
い
ま
す
。

決算特別委員会報告

教育産業常任委員会の審議状況

教
育
産
業
常
任
委
員
会

　

教
育
産
業
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
９
月
10
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
令
和
年
度
一

般
会
計
決
算
の
所
管
分
・
公

共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落

排
水
事
業
・
水
道
事
業
会
計

の
決
算
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
委
員
会
の

採
決
は
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

歳　

入

問　
学
校
給
食
費
過
年
度
分
の

収
入
額
が
無
い
が
な
ぜ
か
。

答　

過
年
度
分
の
未
納
は
給
食

費
が
無
料
化
に
な
る
前
に
在

学
し
て
い
た
方
の
分
で
、
昨

年
は
滞
納
者
に
よ
る
納
入
が

無
か
っ
た
か
ら
で
す
。

歳　

出

問　
新
規
就
農
者
等
支
援
事
業

で
、
新
規
就
農
者
の
人
数
は
。

答　

就
農
計
画
を
立
て
、
町
の

認
定
を
受
け
た
新
規
就
農
者

に
、
国
の
農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
と
し
て
最
大
５
年

間
の
補
助
支
援
を
し
、
町
単

独
事
業
と
し
て
年
36
万
円
の

補
助
を
３
年
間
、
現
在
は
３

名
に
交
付
し
て
い
る
。

問　
農
業
政
策
課
所
属
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
の
人

数
及
び
業
種
は
。

答　

現
在
の
隊
員
は
６
名
、
卒

業
者
は
４
名
で
、
業
種
は
畑

作
、
果
樹
、
繁
殖
和
牛
と
な

っ
て
い
ま
す
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

で
、
有
害
鳥
獣
分
野
の
隊
員

の
活
動
状
況
は
。

答　

３
年
目
に
な
る
隊
員
が
、

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
確
認
と
皮

加
工
品
の
試
作
等
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

問　

山
村
活
性
化
支
援
事
業

で
、
年
間
１
千
万
円（
３
年

間
で
３
千
万
円
）
か
け
て
し

し
肉
の
活
用
の
た
め
に
東
京

農
大
と
連
携
し
調
査
研
究
を

行
っ
た
事
業
が
、
最
終
年
度

と
な
る
が
、
結
果
と
成
果
は
。

答　

し
し
肉
が
資
源
と
し
て
使

え
る
か
を
調
査
し
、
昨
年
は

イ
ノ
シ
シ
利
用
施
設
の
検

討
、
市
場
調
査
、
消
費
者
調

査
、
採
算
の
と
れ
る
頭
数
の

調
査
を
調
査
を
行
っ
た
が
、

野
生
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
豚
ね

つ（
旧
豚
コ
レ
ラ
）感
染
に
よ

り
、
今
後
事
業
は
休
止
と
な

り
ま
す
。

問　

町
道
除
草
工
事
に
つ
い

て
、
幅
員
等
の
考
え
方
は
。

答　

県
の
除
草
工
事
に
準
じ
て

お
り
、
幅
員
70
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
刈
り
高
は
地
面
か
ら

５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

問　
水
戸
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
看
板
設
置
に
つ

い
て
、「
城
里
町
」
の
案
内
看

板
は
ど
の
場
所
に
設
置
さ
れ

た
の
か
。

答　

常
磐
自
動
車
道
の
上
下
線

か
ら
、
水
戸
北
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
に
降
り
る
手
前
に
あ

る
既
存
の
看
板
下
等
に
設
置

し
た
も
の
で
す
。

問　
歴
史
民
俗
資
料
館
保
存
活

用
計
画
策
定
事
業
で
、
黒
澤

止
幾
生
家
は
保
存
の
考
え
で

す
す
め
て
い
る
の
か
。

答　

今
年
度
、
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
今
後
の
方
向
性

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　
か
つ
ら
水
処
理
セ
ン
タ
ー

災
害
復
旧
に
つ
い
て
、
工
事

は
繰
越
と
あ
る
が
、
総
工
事

費
は
い
く
ら
を
予
定
し
て
い

る
の
か
。

答　

台
風
19
号
で
被
災
し
た
か

つ
ら
水
処
理
セ
ン
タ
ー
復
旧

の
工
事
と
設
計
費
用
を
含
め

総
額
３
億
５
千
万
円
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
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工
事
名

令
和
２
年
度　

町
単
道
改
第

１
号　

町
道
19
号
線
道
路
改

良
工
事

工
事
場
所

真
端
地
内

契
約
の
金
額

６
，
２
５
９
万
円

契
約
の
相
手
方

茨
城
県
東
茨
城
郡
城
里
町
大

字
小
勝
７
１
８
番
地
の
２

株
式
会
社　

三
陽
造
園
土
木

契
約
方
法

　

一
般
競
争
入
札

補
正
予
算

可
　
決

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に

つ
い
て

追
加
補
正
額

４
億
１
，
６
８
１
万
円

予
算
総
額

１
５
１
億
７
，
２
８
３
万
８
千
円

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

（
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

１
億
４
，
０
９
５
万
６
千
円

予
算
総
額

２
４
億
３
６
６
万
８
千
円

（
施
設
勘
定
）

減
額
補
正
額△

１
５
５
万
１
千
円

予
算
総
額

２
億
１
，
２
４
７
万
９
千
円

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

追
加
補
正
額

１
８
万
８
千
円

予
算
総
額

２
億
５
，
２
９
７
万
４
千
円

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

（
保
健
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

４
４
１
万
４
千
円

予
算
総
額

２
２
億
８
，
０
９
７
万
１
千
円

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

４
９
万
４
千
円

予
算
総
額

４
６
１
万
３
千
円

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

追
加
補
正
額

１
，
０
９
２
万
５
千
円

予
算
総
額

９
億
３
，
７
７
７
万
５
千
円

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

減
額
補
正
額

△
２
４
万
５
千
円

予
算
総
額

２
億
７
，
９
４
５
万
６
千
円

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

追
加
補
正
額

２
，
６
０
３
万
円

▽
城
里
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
委
員
報
酬
を
改
正
す
る
も
の
）

▽
城
里
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

（
内
閣
府
令
の
改
正
に
よ
り
、

略
称
の
変
更
と
新
た
な
規
定

を
加
え
る
も
の
）

▽
城
里
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

（
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
の

連
携
施
設
確
保
に
つ
い
て
の

要
件
緩
和
と
経
過
措
置
期
間

を
５
年
間
延
長
す
る
も
の
）

▽
城
里
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
規
定
の
法
律
名
称
の
訂
正

及
び
専
門
職
大
学
の
創
設
に

伴
う
資
格
要
件
を
追
加
す
る

も
の
）

条
例
制
定

可
　
決

▽
城
里
町
ア
イ
ジ
ー
基
金
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

（
基
金
を
設
置
す
る
に
あ
た

り
条
例
を
制
定
す
る
も
の
）

契
約
の
締
結

可
　
決

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

９
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

９
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

条
例
改
正

可
　
決
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収
入
支
出
予
定
額

７
億
４
，
７
３
４
万
６
千
円

決
算
認
定

認
　
定

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
一
般
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

人　
　

事

可
　
決

▽
城
里
町
人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て

次
の
方
の
推
薦
を
可
決
し
ま

し
た
。

和
氣　
　

力
氏
（
徳
蔵
）

仲
田　

文
子
氏
（
塩
子
）

委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
３
年
間

請　

願
採
　
択

▽
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の

た
め
の
政
府
予
算
に
係
る
意

見
書
採
択
を
求
め
る
請
願

▽
０
２
０
７
号
と
１
５
２
６
号

線
交
差
点
に
交
通
信
号
機
設

置
と
横
断
歩
道
の
整
備
を
求

め
る
請
願

請
願
場
所

　

石
塚
一
本
松
西
側
交
差
点

　

請
願
内
容
に
加
え
て
、
道
路

の
拡
幅
も
町
執
行
部
に
要
望
し

ま
し
た
。

発　
　

議

可
　
決

▽
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の

た
め
の
政
府
予
算
に
係
る
意

見
書

衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政

の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書

衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
内
閣
官
房

長
官
、経
済
再
生
担
当
大
臣
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

担
当
大
臣
へ
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

町
が
開
発
公
社
に
事
業
委

託
し
て
い
る
介
護
予
防
事
業

に
幾
つ
か
の
疑
義
が
あ
る
。

　

今
回
の
様
な
補
助
事
業

は
、
参
加
者
等
の
実
績
合
計

が
申
請
額
と
な
る
が
、
公
社

が
訂
正
し
た
事
業
内
容
は
参

加
者
３
０
０
人
以
上
、
金
額

で
90
万
円
の
相
違
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
補
助
申
請
額

は
変
わ
ら
な
い
と
の
こ
と
。

　

し
か
も
、
参
加
者
名
簿
の

提
示
を
求
め
て
も
、
開
示
で

き
な
い
と
の
回
答
で
あ
る
。

国
県
補
助
事
業
に
は
、
会
計

検
査
が
あ
り
、
不
正
が
あ
れ

ば
補
助
金
の
返
還
は
も
と
よ

り
、
城
里
町
の
信
用
は
失
墜

し
、
今
後
の
事
業
や
交
付
金

に
影
響
が
出
る
の
で
は
な
い

か
。
真
摯
に
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

反
対
討
論

加
藤
木　
　

直　

議
員

　

私
は
監
査
委
員
を
や
っ
て

お
り
、
こ
の
決
算
資
料
も
検

査
し
印
鑑
を
押
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
決
算
委
員
会

が
始
ま
る
と
、
開
発
公
社
に

委
託
し
て
い
る
介
護
予
防
事

業
の
参
加
人
数
が
、
過
剰
に

請
求
さ
れ
て
い
た
。
公
社
が

訂
正
し
て
き
た
数
字
が
、
適

正
な
の
か
調
査
を
し
よ
う
と

す
る
と
、
資
料
も
み
せ
て
く

れ
な
い
、
公
社
職
員
に
話
を

聞
い
て
も
途
中
で
帰
っ
て
し

ま
い
話
を
聞
け
ず
、
こ
の
疑

惑
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　

間
違
い
は
間
違
い
と
し
て

正
し
く
訂
正
し
、
次
に
つ
な

げ
る
べ
き
だ
と
思
い
反
対
す

る
。 反

対
討
論

小
圷　
　

孝　

議
員

令
和
元
年
度
城
里
町
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て
　
　
討
論
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城里町議会の本会議を見てみませんか城里町議会の本会議を見てみませんか
城里町議会では、本会議の録画した映像データを
You　Tube で配信しています。
城里町公式ホームページ　トップページから

をクリック⇒　　　　　　　　　　をクリック議会事務局 議会録画映像

第４回・第５回臨時会で決まったこと

傍聴者報告
第３回定例会（9月8日～18日まで開催）	 15人
なお、コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴人の定数を15名と
させていただきました。

日程など詳しいことは議会事務局またはホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）　http：www.town.shirosato.lg.jp

次回の定例会は12月８日を予定しております。 車いすでの傍聴も出来ます。車いすでの傍聴も出来ます。

補
正
予
算

可
　
決

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

つ
い
て

追
加
補
正
額

２
，
１
７
８
万
７
千
円

予
算
総
額

１
４
７
億
２
，
１
０
１
万
２
千
円

・
消
防
団
活
動
用
の
消
耗
品

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
避
難
所
関

係
の
備
品
等

人　
　

事

同
　
意

▽
城
里
町
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。横

倉　

好
夫
氏
（
石
塚
）

令
和
２
年
７
月
31
日
か
ら
４

年
間

補
正
予
算

可
　
決

▽
令
和
２
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に

つ
い
て

追
加
補
正
額

３
，
５
０
１
万
６
千
円

予
算
総
額

１
４
７
億
５
，
６
０
２
万
８
千
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
策
と
し
て

①
町
施
設
で
、
来
庁
者
の
体

温
確
認
を
行
う
会
計
年
度
任

用
職
員
の
報
酬
等

②
保
育
所
が
講
じ
る
設
備
導

入
や
３
密
回
避
に
要
す
る
費

用
の
補
助
等

③
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設

置
す
る
空
気
循
環
式
紫
外
線

洗
浄
機

④
学
校
の
保
健
衛
生
用
品
及

び
消
耗
品
等

第
４
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

第
４
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

第
４
回
臨
時
会
が
７
月

31
日
に
招
集
さ
れ
、
議
案

に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
５
回
臨
時
会
が
８
月

12
日
に
招
集
さ
れ
、
議
案

に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
回
臨
時
会
で

第
５
回
臨
時
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

決
ま
っ
た
こ
と
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審議した議案と各議員の賛否

審議した議案と各議員の賛否
○は賛成、×は反対、退は退席、ーは欠席、※は除斥の対象（自己の一身上に関する事件については、
議事に参与できないこと）による退席

議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

薗
部　
　

一

三
村　

孝
信

河
原
井
大
介

阿
久
津
則
男

小
林　

祥
宏

杉
山　
　

清

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

関　

誠
一
郎

■第４回臨時会（令和２年７月31日）

議案第50号 令和２年度城里町一般会計補正予算
（第５号）について 12 ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第51号 城里町監査委員の選任につき同意を
求めることについて 7 ５ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ×

■第５回臨時会（令和２年８月12日）

議案第52号 令和２年度城里町一般会計補正予算
（第６号）について 12 ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

■第３回定例会（令和２年９月８日～18日）

議案第53号
城里町特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例について

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

議案第54号

城里町特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例
について

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

議案第55号
城里町家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例について

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

議案第56号
城里町放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

議案第57号 城里町アイジ－基金条例の制定につ
いて 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

議案第58号 工事請負契約の締結について 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

議案第59号 令和２年度城里町一般会計補正予算
（第７号）について 10 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

議案第60号 令和２年度城里町国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）について 10 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

議案第61号 令和２年度城里町後期高齢者医療特
別会計補正予算（第1号）について 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

議案第62号 令和２年度城里町介護保険特別会計
補正予算（第１号）について 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○
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審議した議案と各議員の賛否

審議した議案と各議員の賛否
○は賛成、×は反対、退は退席、ーは欠席、※は除斥の対象（自己の一身上に関する事件については、
議事に参与できないこと）による退席

議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

薗
部　
　

一

三
村　

孝
信

河
原
井
大
介

阿
久
津
則
男

小
林　

祥
宏

杉
山　
　

清

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

関　

誠
一
郎

議案第63号
令和２年度城里町公共下水道事業特
別会計補正予算（第２号）について

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

議案第64号
令和２年度城里町農業集落排水事業
特別会計補正予算（第２号）について

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

議案第65号
令和２年度城里町水道事業会計補正
予算（第２号）について

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

議案第66号
令和元年度城里町一般会計決算認定
について

7 4 ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ － － ○ ×

議案第67号
令和元年度城里町国民健康保険特別
会計決算認定について

8 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ － － ○ ×

議案第68号
令和元年度城里町後期高齢者医療特
別会計決算認定について

8 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ － － ○ ×

議案第69号
令和元年度城里町介護保険特別会計
決算認定について

6 5 ○ × × × ○ ○ ○ × ○ － － ○ ×

議案第70号
令和元年度城里町公共下水道事業特
別会計決算認定について

9 2 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ×

議案第71号
令和元年度城里町農業集落排水事業
特別会計決算認定について

9 2 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ×

議案第72号
令和元年度城里町水道事業会計決算
認定について

10 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

議案第73号 城里町人権擁護委員の推薦について 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

発議第５号
教職員定数改善及び義務教育費国庫
負担制度堅持に係る意見書

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

発議第６号
新型コロナウイルス感染症の影響に
伴う地方財政の急激な悪化に対し地
方税財源の確保を求める意見書

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○
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藤　咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12

１．おくやみ専用窓口の設置を
２．水戸ホーリーホックからの800万円の納入扱

いについて
３．ホロルの湯への事業委託について

桜　井　和　子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13

１．避難所対策について
２．避難道路設置について
３．子宮頸がんワクチン接種の情報提供について

河原井　大　介　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14

１．空き家対策について
２．青山増圧場と石塚浄水場の今後について
３．道の駅かつら移転について
４．一般財団法人城里町開発公社について

今回３名が質問し、今回３名が質問し、
その要約を掲載しました。その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。寄稿によるものです。

次ページからの、顔写真下のＱＲコードを
スマートフォンなどで読み込むと、一般質問
時の動画が視聴できます。

町
政
を
問
う

一般質問
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おくやみ専用窓口の設置を

《町長》 県内でも対応している。今後の
課題とする 藤

ふ じ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

藤

咲　

家
族
が
な
く

な
っ
て
深
い
喪
失
感

に
包
ま
れ
て
い
る
家
族

は
、
死
亡
届
の
後
様
々

な
手
続
き
に
各
課
を
回

り
、
精
神
的
、
時
間
的

負
担
が
生
じ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
負
担
を

解
消
す
る
た
め
一
か
所

で
済
ま
せ
ら
れ
る
専
用

窓
口
の
設
置
、
を
求
め

る
。

町

長　

現
在
死
亡
届

が
あ
っ
た
際
に
必
要
な

手
続
き
を
記
載
し
た
一

覧
を
渡
し
て
い
る
。

県
内
で
い
く
つ
か
の
市

町
村
で
ご
指
摘
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
今
後
の

課
題
と
し
て
検
討
す

る
。

藤

咲　

町
民
セ
ン
タ

ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

町
の
所
有
で
あ
り
、
ホ

ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
か
ら
の

８
０
０
万
円
は
町
に
入

金
さ
れ
る
べ
き
だ
。

　

地
方
自
治
法
第

２
１
０
条
は
「
会
計
年

度
に
お
け
る
一
切
の
収

入
、
支
出
は
全
て
こ
れ

を
歳
入
歳
出
に
編
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

開
発
公
社
の
収
益

が
、
町
民
セ
ン
タ
ー
設

置
と
管
理
に
関
す
る
条

例
第
11
条
及
び
城
里
町

使
用
料
手
数
料
条
例
に

基
づ
き
手
数
料
と
し
て

定
め
ら
れ
て
い
る
。
法

令
に
基
づ
き
適
正
に
処

理
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

藤

咲　

ホ
ロ
ル
の
湯

の
赤
字
解
消
を
理
由

に
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
介
護
予
防
事
業

な
ど
、
町
の
重
要
な
施

策
な
ど
を
開
発
公
社
に

委
託
す
る
こ
と
に
違
和

感
を
持
つ
。
是
正
を
求

め
る
。

町

長　

赤
字
解
消
の

事
業
と
赤
字
に
な
る
事

業
は
全
く
逆
の
意
味
。

非
営
利
の
赤
字
に
な
る

事
業
と
し
て
や
っ
て
い

る
。

藤

咲　

町
の
財
源
を

ホ
ロ
ル
の
湯
に
つ
ぎ
込

ん
で
い
る
が
、
そ
の
結

果
、
職
員
の
給
料
が
引

き
上
が
っ
た
だ
け
で
、

非
正
規
職
員
の
人
た
ち

は
引
き
下
げ
ら
れ
て
い

る
。

藤

咲　

地
方
自
治
法

第
２
１
０
条
に
違
反
し

て
い
る
。

町

長　

グ
ラ
ウ
ン
ド

の
使
用
者
が
払
う
使
用

料
を
、
町
が
取
っ
て
し

ま
っ
た
ら
開
発
公
社
と

し
て
収
支
が
取
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。 

町

長　

開
発
公
社
が

ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
か
ら

の
８
０
０
万
円
の
使
用

料
と
、
町
か
ら
得
た
指

定
管
理
料
を
合
わ
せ
て

芝
生
の
維
持
管
理
業
者

に
支
払
い
を
行
い
、
良

好
な
状
態
に
芝
を
管
理

す
る
の
は
、
適
正
な
業

務
だ
。

町民センターグラウンドの芝の管理

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
か
ら
の
８
０
０
万
円
の
納
入
扱
い
に
つ
い
て

《
町
長
》

良
好
な
状
態
に
芝
を
管
理
す
る
の
は
、
適
正
な
業
務ホ

ロ
ル
の
湯
へ
の
事
業
委
託
に
つ
い
て

《
町
長
》

非
営
利
の
赤
字
に
な
る
事
業
だ
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桜
さ く ら い

井　和
か ず  こ

子　議員

《町長》	 避難所内の過密状態を避ける

避難所対策について

桜

井　

昨
年
と
同
様

規
模
の
台
風
が
ま
た

来
る
と
予
想
し
た
場
合

に
、
今
ま
で
と
同
じ
数

の
避
難
所
体
制
で
大
丈

夫
か
。

町

長　

避
難
所
内
の

過
密
状
態
を
避
け
る
た

め
、
よ
り
多
く
の
避
難

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、

感
染
リ
ス
ク
を
低
減
す

る
取
組
を
進
め
る
。

　

又
、
親
戚
や
友
人
の

家
等
で
も
安
全
な
場
所

が
あ
る
場
合
は
、
そ
こ

に
避
難
す
る
の
も
「
避

難
の
あ
り
方
」
で
あ
る

事
を
啓
発
し
て
い
く
。

桜

井　

高
齢
者
や
妊

婦
・
障
害
の
あ
る
方
に

配
慮
し
た
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
の
か
。

町

長　

高
齢
者
な
ど

に
、
配
慮
す
る
た
め
の

部
屋
を
設
け
る
よ
う
努

力
す
る
。
ふ
れ
あ
い
の

里
の
宿
泊
設
備
な
ど
も

開
放
し
、
要
配
慮
の
方

が
家
族
単
位
で
避
難
で

き
る
よ
う
提
供
し
て
い

き
た
い
。

桜

井　

避
難
さ
れ
た

方
が
発
熱
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

町

長　

対
象
者
を
特

定
の
部
屋
に
隔
離
す

る
。
防
災
部
門
と
福
祉

部
門
連
係
の
下
、
中
央

保
健
所
な
ど
の
専
門
機

関
に
相
談
し
対
応
す

る
。

桜

井　

万
が
一
停
電

が
発
生
し
た
場
合
の
対

応
は
。

町

長　

発
電
機
11
基

保
有
し
て
い
る
。
東
京

電
力
と
停
電
の
早
期
復

旧
や
、
情
報
共
有
の
連

携
に
向
け
て
協
議
し
て

い
る
。

桜

井　

避
難
所
用
間

仕
切
り
、
折
り
畳
み
ベ

ッ
ド
の
発
注
は
済
ん
で

い
る
の
か
。
納
入
は
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。

町

長　

入
札
を
行
い

落
札
ま
で
終
わ
っ
て
い

る
。
落
札
業
者
と
手
続

き
を
進
め
て
い
る
。

総
務
課
長　

発
注
が
多

い
た
め
、
納
期
は
決
ま

っ
て
い
な
い
。

桜

井　

職
員
に
よ
る

避
難
所
の
設
営
訓
練
の

予
定
は
あ
る
の
か
。

町

長　

９
月
17
日
に

行
う
。

桜

井　

那
珂
西
梅
の

杜
自
治
会
（
法
幢
院
坂

下
）
の
方
か
ら
、
避
難

道
路
設
置
の
要
望
が
出

て
い
る
が
可
能
か
。

桜

井　

接
種
対
象
者

や
そ
の
家
族
に
対
し

て
、
接
種
す
る
か
ど
う

か
を
検
討
判
断
で
き
る

よ
う
に
、
町
か
ら
正
し

い
情
報
提
供
が
個
別
に

通
知
さ
れ
て
い
る
か
。

町

長　

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
で
必
要
な

情
報
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
今
後
検
討
す
る
。

町

長　

町
と
し
て
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
避
難
情
報
の
伝
達
手

段
を
整
備
す
る
。

（
避
難
道
路
設
置
に
つ

い
て
の
答
弁
な
し
）

避
難
道
路
設
置
に
つ
い
て

《
町
長
》

避
難
情
報
の
伝
達
手
段
を
整
備
す
る

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

《
町
長
》

情
報
提
供
を
検
討
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空き家対策について

《町長》 利活用できない空き家の除去に
取り組んでいく 河

か

原
わ ら

井
い

　大
だい　すけ

介　議員

河
原
井　

平
成
28
年
度

で
の
調
査
で
、
町
内
の

空
き
家
は
１
９
２
軒

で
、
そ
の
内
危
険
空
き

家
が
50
軒
と
調
査
報
告

書
に
あ
る
が
、
町
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

現
在
こ
の
空
き
家
対
策

へ
の
状
況
は
。

町

長　

空
き
家
対
策

に
つ
い
て
は
空
き
家
バ

ン
ク
に
お
い
て
４
件
の

売
買
等
が
成
立
し
、
活

用
に
つ
な
げ
た
。

今
後
も
、
利
活
用
で
き

な
い
空
き
家
の
除
却
に

も
取
り
組
ん
で
行
く
。

河
原
井　

青
山
増
圧
場

（
上
下
青
山
、
勝
見
沢
、

春
園　

小
坂
地
区
）
の

許
容
範
囲
が
小
さ
く
、

お
盆
、
お
正
月
や
夕
方

に
配
水
で
き
な
い
と
聞

く
が
、
状
況
と
対
応

は
。

町

長　

建
築
か
ら
25

年
が
経
過
し
、
ポ
ン
プ

等
の
機
械
設
備
の
老
朽

化
に
よ
る
機
能
低
下
が

あ
る
。

河
原
井　

増
圧
場
の
改

修
は
や
る
の
か
。
町
民

の
住
環
境
改
善
を
全
力

で
や
っ
て
ほ
し
い
。

町

長　

今
後
の
対
応

と
し
て
は
、
令
和
３
年

度
に
、
青
山
増
圧
場
の

配
水
エ
リ
ア
の
調
査
を

行
い
配
水
池
と
排
水
ポ

ン
プ
を
設
置
し
、
給
水

計
画
を
策
定
後
、
施
設

建
設
に
着
手
し
、
安
定

的
な
給
水
体
制
を
整
え

河
原
井　

道
の
駅
の
移

転
に
つ
い
て
は
、
移
転

整
備
計
画
検
討
委
員
会

も
立
ち
上
が
っ
て
い
な

い
状
態
だ
が
、
地
域
に

愛
さ
れ
て
い
る
道
の
駅

な
の
で
、
地
域
の
方
や

現
場
の
声
を
聞
き
な
が

ら
基
本
構
想
や
計
画
を

立
て
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
は
な
く
、
民
主
的
な

シ
ス
テ
ム
で
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い
が
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

町

の
一
般
会
計
か
ら
は
約

１
億
円
支
出
し
て
い

る
。

町

長　

ホ
ロ
ル
の

湯
、
ふ
れ
あ
い
の
里
で

の
健
康
増
進
事
業
を
充

実
化
さ
せ
、
医
療
費
の

削
減
や
介
護
の
予
防
に

取
り
組
み
た
い
。

町

長　

道
の
駅
か
つ

ら
の
新
た
な
あ
り
方
、

移
転
先
も
考
え
た
上

で
、
農
家
、
住
民
の
声

を
す
く
い
あ
げ
た
い
。

青
山
増
圧
場
と
石
塚
浄
水
場
の
今
後
に
つ
い
て

《
町
長
》

青
山
増
圧
場
は
、
来
年
度
給
水
計
画
を
策
定
す
る

道
の
駅
か
つ
ら
移
転
に
つ
い
て

《
町
長
》

新
た
な
あ
り
方
、移
転
先
は
、住
民
の
声
を
す

く
い
あ
げ
た
い

一
般
財
団
法
人
城
里
町
開
発
公
社
に
つ
い
て

《
町
長
》

健
康
増
進
事
業
を
充
実
化
さ
せ
て
い
き
た
い

る
予
定
だ
。

　

石
塚
浄
水
場
は
昭
和

44
年
よ
り
稼
働
し
て
お

り
、
施
設
の
老
朽
化
に

伴
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

絶
え
な
い
状
態
。

　

令
和
２
年
度
は
、
約

１
億
５
，
０
０
０
万
円

か
け
て
排
水
ポ
ン
プ
の

改
修
工
事
と
沈
澱
池
の

修
繕
工
事
を
行
っ
て
い

る
。

河
原
井　

開
発
公
社
へ

一
般
会
計
か
ら
い
く
ら

持
ち
出
し
て
い
る
の

か
。
さ
ら
に
は
、
公
社

の
今
後
に
つ
い
て
。
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津軽三味線の演奏

コロナ禍を吹き飛ばせ！コロナ禍を吹き飛ばせ！
上圷在住の村上豪氏による津軽三味線の演奏上圷在住の村上豪氏による津軽三味線の演奏

　

上
圷
在
住
の
津
軽
三
味
線
奏
者

村
上
豪
氏
よ
る
津
軽
三
味
線
の
演

奏
が
９
月
18
日
、
議
会
最
終
日
開

会
前
の
議
場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
等
が
中

止
と
な
り
、
活
動
が
制
限
さ
れ
る

中
、
現
在
は
本
庁
舎
入
り
口
で
体

温
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
会
計
年
度
任

用
職
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

村
むら

上
かみ

　豪
つよし

氏　プロフィール
８歳より民謡三味線を始め、９歳より名手佐々木光儀氏に師事する。
〈受賞〉
　・津軽三味線全日本競技大会　高校大学の部優勝
　・津軽三味線全国大会Ａ級入賞多数
　・ＮＨＫ邦楽オーディション合格

請願は、どなたでも議会に提出し、町政等に対し意見や要望等を伝える方法です

請願は、憲法や法律（地方自治法第124条）で保障された基本的権利の一つで、提出する際は、
議員の紹介が必要となります。また、陳情は請願と手続きは、まったく同じですが、議員の紹
介は必要がなく、法律の規定もありません。

〇提出された請願・陳情書
　提出された請願書は、議会で採択するか、不採択にするかを決定します。採
択された請願のうち、執行機関や関係機関が処理することが適当であると議会
で認めたものは、意見書や要望書を送付いたします。また、陳情も内容に応じて、
請願と準じた扱いになります。請願は、採択・不採択にかかわらず、
提出した代表者に審査結果を通知いたします。
提出方法等については、ホームページをご覧ください。

請願や陳情をご存知ですか

〈公演〉
　・アメリカニューヨーク　ユニセフチャリティー公演
　・ＮＨＫ紅白歌合戦
　・実力派演歌歌手の演奏
　・津軽民謡の重鎮　山本謙司氏の専属伴奏
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追跡調査・編集後記

　

行
楽
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
。
昨
年
の
11
月
に
箱
根

駅
伝
の
５
区
山
登
り
20
・
８
㎞
を
、

小
田
原
中
継
所
か
ら
で
は
な
く
、

３
㎞
先
の
箱
根
湯
本
駅
前
か
ら
９

時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
し
17
・
８
㎞

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
ペ
ー

ス
は
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
函か

ん

嶺れ
い

洞ど
う

門も
ん

の
先
か
ら
大
平
台
ヘ
ア
ピ
ン
カ

ー
ブ
手
前
ま
で
歩
道
が
な
く
、
台

風
19
号
で
箱
根
登
山
鉄
道
が
全
面

運
休
の
為
、
道
路
が
混
ん
で
い
て

大
型
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
が
き
た
と

き
は
、
端
に
避
け
通
過
す
る
の
を

待
っ
て
走
る
と
い
っ
た
具
合
で
し

た
。

　

芦
ノ
湖
ゴ
ー
ル
に
約
２
時
間
45

分
か
か
っ
て
走
破
。
今
年
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
・
・
。
Ｇ
ｏ　

ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
・
イ
ー
ト
も
始
ま
り
ま
し

た
が
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

中
。
コ
ロ
ナ
終
息
は
治

療
薬
が
出
来
る
ま
で
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
数
年
の
間
、
大
人
し

く
自
宅
に
籠
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
考
え
で
よ
い
の
か
な
？

猿
田　

正
純　

記

議
会
広
報
委
員
会

委　
員　
長　

藤　

咲　

芙
美
子

副
委
員
長　

桜　

井　

和　

子

委　
　

員　

河
原
井　

大　

介

三　

村　

孝　

信

加
藤
木　
　
　

直

令
和
２
年
11月

発
行
　
城
里
町
議
会
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされたのか
追跡調査をした。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

県央地区に日本一のサイクリングエ
リアを整備するよう知事に要望した

町の魅力発信へスポーツの活用について
（平成30年12月）

令和２年度から、ふれあいの里にお
いてレンタル利用を開始している

開発公社でレンタルサイクル等の事業を検
討したい。

城里町サイクリングロードマップが好評だ。
シクロクロスの町内開催も定着してきた。そ
こで自転車活用の先進地を目指してはどうか。

　令和元年度に、クロスバ
イクを４台、チャイルドシ
ート付電動アシスト自転車
を２台、２人乗り用タンデ
ム自転車を１台、計７台を
購入した。レンタサイクル
料金は１時間あたり110円
で１日650円で利用可能。

常北地区の南団地を現地で建て替え
る場合の基本計画を作成した

町営住宅について
（平成30年６月）

町営南団地の建て替えを進めている

別な土地を買収し、建て替える案もあり、
両案で合意形成していく。

町営住宅を今後10年間で70棟程度建設する
とのことだが具体的な計画は。

　町営南団地は、現住宅の解体、新住宅の
建設、住民の移動を繰り返しながら建て替
えを進める。完了まで約10年を見込んでお
り、町営住宅・集会場は合計で20棟（49戸）、
公園の整備も予定。今年度は、既に６棟（17
戸）の解体に取り掛かり、敷地北側に３棟（８
戸）の新築を予定している。


